
平成２８年度「子供 夢・アート・アカデミー」実施要領

１ 事業の趣旨

美術・文芸・音楽・演劇・舞踊の分野における芸術上の功績顕著な芸術家で

ある「日本芸術院会員」自らが，小・中・高等学校を訪問し，講話，実技披露，

実技指導を行うことにより，子供たちに文化芸術活動の素晴らしさを実感させ，

子供たちに夢を持って生きることの大切さや文化芸術を愛する心を育て，豊か

な情操を有する我が国の文化継承者の育成を図ることを目的とする。

２ 実施内容

「文化芸術による子供の育成事業（芸術家の派遣事業）」として，日本芸術院

会員が児童・生徒や教職員，保護者を対象に，文化芸術に関する講話，実技披

露，実技指導を行う。

なお，具体的な内容は，日本芸術院会員と実施校が打合せを行った上，文化

庁が決定する。

３ 実施方法

（１）被派遣者

日本芸術院会員のうち，協力者名簿に登録された会員（別表参照）

（２）実施回数

１校につき１回

（３）実施会場

実施する小学校・中学校・高等学校の体育館等の学校施設又は文化施設等の

適切な施設

４ 実施期間

平成２８年９月１日（木）から１２月１６日（金）までの間

５ 実施の決定

（１）文化庁は，都道府県，都道府県教育委員会，政令指定都市及び政令指定都

市教育委員会（以下「都道府県等」という。）を通じて実施希望校を募集し，

実施を希望する学校と被派遣者（日本芸術院会員）の日程等調整を行い，実

施校を決定する。

（２）文化庁は，被派遣者（日本芸術院会員）及び実施校所轄の都道府県等に実

施の決定を通知する。



６ 実施に要する経費

文化庁は，予算の範囲内で講師等謝金，派遣旅費及び講演等諸雑費を負担す

る。

その他本事業実施に当たり必要となる経費は，開催地主催者の負担となる。

なお，実施が決定した学校は「文化芸術による子供の育成事業（芸術家の派

遣事業）」実施校募集案内に準じて，経費計算書等を文化庁に提出する。

７ 実施に当たっての留意事項

実施校は，本事業の実施に当たり，国語・音楽等の教科や総合的な学習の時

間，特別活動の中の学校行事において実施すること。

８ 実施報告

実施校は，事業終了後に「文化芸術による子供の育成事業（芸術家の派遣事

業）」実施校募集案内に準じて実施報告書を提出することとする。

※ 実施報告書の内容や記録写真については，今後，文化庁の資料として使用する場合

やホームページ等で公開することがあるので，あらかじめ関係者の承諾を得ておくこ

と。

９ その他

日本芸術院会員との日程調整の結果等によっては，希望に添えない場合があ

る。

日本芸術院とは

日本芸術院は，芸術上の功績顕著な芸術家を優遇顕彰する国の栄誉機関で

す。明治４０年６月に文部省美術展覧会（文展）を開催するために設けられ

た美術審査委員会を母体とし，大正８年９月に「帝国美術院」として創設さ

れました。その後，昭和１２年６月に美術のほかに文芸，音楽，演劇，舞踊

の分野を加え「帝国芸術院」に改組されるなどの拡充を経て，昭和２２年

１２月に「日本芸術院」と名称を変更し今日に至っています。また，芸術の

発達に寄与する活動を行うとともに，芸術に関する重要事項を審議し，これ

を文部科学大臣又は文化庁長官に意見を述べることができるとされています。

組織は，院長１名と会員１２０名以内から構成され，会員は，芸術上の功

績顕著な芸術家について会員からなる部会の推薦と総会の承認によって選ば

れ，文部科学大臣より任命されます。美術，文芸，音楽，演劇，舞踊の分野

における芸術上の功績顕著な芸術家で現在１０５名（平成２８年２月２日現

在）に発令されています。


